
　

徳
厚
労
で
は
、
長
年
粘
り
強

く
要
求
し
て
き
た
言
語
聴
覚
士

の
特
別
業
務
手
当
の
３
千
円
増

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
15
春
闘

か
ら
言
語
聴
覚
士
・
視
能
訓
練

士
の
手
当
新
設
を
要
求
し
、
17

春
闘
で
２
千
円
の
新
設
を
獲
得
、

そ
の
後
も
粘
り
強
く
要
求
を
続

け
21
春
闘
で
５
千
円
へ
引
き
上

げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
看
護
師
の
夜
勤
手

当
１
０
０
円
増
額
も
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
夜
勤
手
当
は
14
年
に

２
０
０
円
、
17
、
19
、
21
春
闘

で
各
１
０
０
円
増
額
と
、
こ
の

10
年
間
で
５
０
０
円
の
増
額
。

月
８
日
で
計
算
す
る
と
月
に
４

千
円
、
年
間
４
万
８
千
円
増
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
要
求

前
進
を
重
ね
る
徳
厚
労
は
、
ニ

ュ
ー
ス
「
徳
厚
労
情
報
」
で
、

交
渉
内
容
や
執
行
部
の
見
解
を

丁
寧
に
組
合
員
に
伝
え
て
い
ま

す
。
16
年
に
は
「
な
く
そ
う
！

タ
ダ
働
き
」
冊
子
を
作
成
し
て

時
間
外
労
働
や
未
払
い
残
業
の

根
絶
を
啓
発
。
21
春
闘
で
も

「
夜
勤
の
有
害
性
」、「
協
定
を

有
名
無
実
化
さ
せ
な
い
た
め

に
」
等
を
ま
と
め
た
資
料
を
作

成
し
、
学
習
と
要
求
を
セ
ッ
ト

で
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

福
厚
労
で
は
、
調
理
部
門
の

早
番
・
遅
番
手
当
の
50
円
増
額

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
毎
年
ワ

ッ
ペ
ン
や
朝
ビ
ラ
配
布
等
で
運

動
を
展
開
。
要
求
書
は
組
合
員

の
細
か
い
要
求
も
吸
い
上
げ
１

１
４
項
目
を
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
会
議
を
経
て
重
点

項
目
を
35
項
目
、
最
重
点
項
目

を
７
項
目
ま
で
絞
り
込
み
、
団

交
に
臨
み
ま
し
た
。
会
か
ら
は

コ
ロ
ナ
補
助
金
込
み
で
も
決
算

が
赤
字
と
、
厳
し
い
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
定
昇
・
手
当
・

有
休
促
進
・
時
間
外
勤
務
改
善

等
６
つ
の
項
目
で
要
求
を
前
進

し
ま
し
た
。

　
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅｒ
デ
モ
が
全
国

で
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
の
５
月
12
日
は
、
国
際

看
護
師
協
会
が
定
め
る
「
国
際

看
護
師
の
日
」
で
す
。
こ
の
日

を
中
心
と
し
た
５
月
９
〜
15
日

の
「
看
護
週
間
」
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
た
「
看
護
の
日
Ｔｗ
ｉ

ｔ
ｔｅｒ
デ
モ
」
で
は
、「
＃
看

護
師
の
五
輪
派
遣
は
困
り
ま

す
」
や
「
＃
看
護
は
自
己
犠
牲

じ
ゃ
な
い
」
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

特
に
「
＃
看
護
師
の
五
輪
派
遣

は
困
り
ま
す
」
は
50
万
ツ
イ
ー

ト
を
超
え
ト
レ
ン
ド
入
り
し
ま

し
た
！

　

コ
ロ
ナ
で
例
年
の
よ
う
な
大

規
模
な
ナ
ー
ス
ウ

ェ
ー
ブ
は
行
え
ま

せ
ん
が
、
看
護
師

を
は
じ
め
と
す
る

医
療
・
介
護
労
働

者
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
強
化
や
、
早
期

の
収
束
を
祈
る
思

い
は
膨
れ
上
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の

思
い
が
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅｒ
デ
モ
と
い
う

左：16年「なくそう！タダ働き」冊子表紙　右：21春闘学習資料　共に徳厚労作成

形
で
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅｒ
や
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒ

ａ
ｍ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
言
や

投
稿
が
世
論
形
成
の
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら

か
で
す
。政
府
の
制
度
・
政
策
や
、

政
治
家
の
発
言
に
も
大
き
く
影

響
を
与
え
ま
す
。
普
段
忙
し
く

て
な
か
な
か
デ
モ
や
行
動
を
起

こ
せ
な
い
人
で
も
、Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅ

ｒ
で
は
気
に
入
っ
た
り
、
共
感

し
た
ツ
イ
ー
ト
を
リ
ツ
イ
ー
ト

す
る
だ
け
で
参
加
で
き
る
手
軽

さ
も
魅
力
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
思
い
を
拡
散

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

全厚労Twitterは
こちらから

全厚労の＃看護の日Twitterデモには1550を超え
るリツイート、2250越えの「いいね」となりました

ST特別業務手当３千円増！ST特別業務手当３千円増！ST特別業務手当３千円増！
徳島・夜勤手当百円増！徳島・夜勤手当百円増！徳島・夜勤手当百円増！必

見
!!
メ
ー
デ
ー

必
見
!!
メ
ー
デ
ー

あ
り
が
と
う
厚
生
連
病
院

あ
り
が
と
う
厚
生
連
病
院

あ
り
が
と
う
厚
生
連
病
院

21
春闘
21
春闘
21
春闘

宣伝グッズで組合拡大・強化を

青
年
委
員
会

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

　全厚労専門委員会では、それぞれ宣伝グッズを作
成しました。
　看護委員会では、ポケットマニュアル。表面は輸
液療法と意識レベルの早見表と折り目にスケール。
中面は残業や長時間労働改善に繋がるよう残業請求
のできる業務などを掲載しました。
　女性委員会では昨年度の母性保護ポスターのデザ
インを活用したメモ帳。６～７月の母性保護月間や
女性の権利について記載しています。
　青年委員会はクリアファイル。中の書類が見える
ように表は透明部分を設け、バインダーと医療従事
者風の動物キャラクターのデザインです。
　コロナで直接会うことは難しいですが、宣伝グッ
ズを活用して組織拡大強化を大きく進めましょう☆
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女
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13
名
の
党
派
別
内
訳
は
自

民
２
、
立
憲
７
（
内
秘
書
１
）、

共
産
３
、
国
民
１
で
す
。

　

義
家
弘
介
議
員
（
自
民
・

神
奈
川
16
区
）
は
、「
厚
生

連
病
院
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
に

つ
い
て
は
、
昨
年
２
月
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号

か
ら
の
貢
献
に
感
謝
し
て
い

る
。
こ
の
間
も
知
事
、
市
長

を
通
じ
て
十
分
な
対
応
を
求

め
て
き
た
。
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
で
あ
り
、
も
っ
と

多
く
の
議
員
に
実
情
・
実
態

を
訴
え
る
べ
き
だ
」
と
こ
ち

ら
に
発
破
を
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
村
伸
子
議
員
（
共
産
・

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
は
、「
私

の
生
ま
れ
育
っ
た
地
に
も
厚

生
連
が
あ
る
。
担
当
４
県
全

て
に
厚
生
連
病
院
が
あ
っ
て
、

地
域
医
療
に
非
常
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に

改
め
て
感
謝
し
て
い
る
。
現

場
の
問
題
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
木
雄
一
郎
議
員
（
国

民
・
香
川
２
区
）か
ら
は
、「
滝

宮
病
院
に
は
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
農
水
担
当

も
し
て
い
る
の
で
農
協
法
の

規
制
問
題
に
つ
い
て
は
、
国

会
質
問
も
し
て
い
き
た
い
。

今
後
と
も
情
報
が
あ
れ
ば
伝

え
て
欲
し
い
」
と
お
願
い
さ

れ
ま
し
た
。

　

青
山
大
人
議
員
（
立
憲
・

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
茨
城
６

区
）
と
は
、
厚
労
省
の
「
４

２
４
病
院
リ
ス
ト
」
に
も
入

っ
て
お
ら
ず
、
地
域
医
療
構

想
で
も
基
幹
病
院
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
「
な
め

が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」

が
赤
字
を
理
由
に
縮
小
・
入

院
停
止
に
な
っ
て
い
る
経
過

も
説
明
し
、「
自
分
も
土
浦

協
同
病
院
で
生
ま
れ
、
家
族

も
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
形
で
支
援

し
て
き
た
が
、
厚
生
連
の
役

割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
力

を
尽
く
し
た
い
。
困
っ
た
こ

と
は
何
で
も
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

志
位
和
夫
議
員
（
共
産
・

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、「
公

立
公
的
医
療
機
関
が
、
不
採

算
部
門
を
担
っ
て
地
域
医
療

を
支
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

減
収
補
填
含
め
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
は
当
然
。
農
協
法

の
規
制
に
つ
い
て
も
、
人
件

費
を
抑
え
て
い
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
は
問
題
で
、

改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
前
号
で
紹
介
し

た
議
員
の
他
に
も
日
吉
雄
太

議
員
（
立
憲
・
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
・
静
岡
７
区
）
や
、
畑
野

君
枝
議
員
（
共
産
・
南
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
神
奈
川
10
区
）、

本
多
平
直
議
員
（
立
憲
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
も
懇
談

し
ま
し
た
。
な
お
議
員
懇
談

の
最
新
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

福
厚
労
は
、
５
月
９
日
に

菅
家
一
郎
氏（
自
民
）と
、
５

月
16
日
に
小
熊
慎
司
氏（
立

憲
）と
直
接
懇
談
。
逼
迫
し

て
い
る
医
療
・
介
護
現
場
の

実
態
や
、
オ
リ
パ
ラ
へ
の
看

護
師
５
０
０
名
の
要
請
問
題
、

農
協
法
「
固
定
比
率
」
の
縛

り
問
題
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
・
職
場
環
境
・
職
員
を

守
る
趣
旨
に
２
人
と
も
理
解

を
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

地
元
の
食
の
話
で
盛
り
上
が

り
、
終
始
気
さ
く
に
対
応
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

菅
家
氏
は
「
厚
生
連
病
院

を
守
る
の
で
困
っ
た
事
が
あ
れ

ば
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
」と
話

さ
れ
、
小
熊
氏
は
医
療
・
介

護
従
事
者
に
お
い
て
家
族
を

含
め
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
応
に
つい
て
の
考
え

な
ど
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
医
労
連
な
ど
で

取
り
組
む
「
い
の
ち
署
名
」

へ
の
賛
同
と
紹
介
議
員
を
快

諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

政
策
を
変
え
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
議
員
要
請
は
必
要

で
あ
り
、「
賛
同
す
る
議
員

が
増
え
れ
ば
変
わ
る
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
」「
行
動
す
れ
ば

変
え
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

く
」
と
感
じ
ま
し
た
。

（
福
厚
労　

齋
藤
文
子
）

　

全
厚
労
は
３
月
末
か
ら「
公
的
病
院
等
に
対
す
る
公
的
財
政
支
援・診
療
報
酬
改
善
」を
求

め
て
国
会
議
員
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。５
月
15
日
ま
で
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
で
少
し
ず
つ
で
す

が
、懇
談
可
能
と
の
回
答
を
得
た
25
名
に
対
し
13
名
の
議
員
と
直
接
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ａ
．休
憩
時
間
に
働
い
た
時
間
は
、

労
働
時
間
で
あ
り
、使
用
者
は

そ
の
分
、所
定
時
間
外
労
働
と

し
て
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。管
理
者
は
ま
ず
休

憩
時
間
を
取
れ
る
よ
う
に
時
間

管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ――

労
基
法
34
条
で
は
、１
日

の
労
働
時
間
が
６
時
間
を
越

え
る
場
合
に
は
45
分
間
、８
時

間
を
越
え
る
と
き
に
は
少
な
く

と
も
１
時
間
を
休
憩
時
間
と

し
て
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。通
常
は
所
定
労
働
時
間
が

７
時
間
半
で
も
、残
業
で
８
時

間
を
越
え
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、常
勤
で
は一般
的
に

１
時
間
休
憩
の
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。労
基
法
34
条
違
反

は
、６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
で
労
基

法
で
は
重
い
方
の
罰
則
で
す
。

　
詳
細
な
説
明
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
全
厚

労
Ｈ
Ｐ
を
参

照
し
て
下
さ

い
。

お
昼
休
憩
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！

お
昼
休
憩
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
５
回

Ｑ
．
お
昼
の
休
憩
時
間
は
１
時
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
業
務
が
忙
し
く
、
30
分
取
る
の
が
や
っ
と
で
す
。

残
り
の
30
分
の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

国会議員からの
メッセージ
（最新情報）

福
島・地
元
事
務
所
で
も
懇
談

地域支える病院に

「♪まだまだ足りない最低賃金」全国一律最賃音頭を踊る東京医労連女性部の皆さん

日本の医師不足と低医療費政策の問題を訴える本田宏さん

義家弘介議員（自民・神奈川16区）

玉木雄一郎議員（国民・香川2区）

青山大人議員（立憲・比例北関東・茨城6区）

志位和夫議員（共産・比例南関東）

菅家一郎議員（自民・福島4区）

小熊慎司議員（立憲・比例東北・福島4区）

 本村伸子議員（共産・比例東海）

「
い
の
ち
署
名
」に
も
賛
同

「
い
の
ち
署
名
」に
も
賛
同

与野党議員から感謝の声与野党議員から感謝の声与野党議員から感謝の声
（続報）国の支援国の支援国の支援を

各
地
と
映
像
で

繋
が
る

　

５
月
１
日
、
第
92
回
メ
ー

デ
ー
が
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

下
の
東
京
で
は
、
中
央
メ
ー

デ
ー
が
代
々
木
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
出
演
者
お
よ
び
実

行
委
員
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
行

わ
れ
、
集
会
の
様
子
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
全
国
へ
ラ
イ

ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
メ
ー
デ
ー
で
は
、
外

科
医
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制

度
研
究
会
副
理
事
長
の
本
田

宏
さ
ん
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。

労
働
や
生
活
、
教
育
や
医
療

も
す
べ
て
政
治
に
繋
が
る
こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
ピ
ン
チ

で
多
く
の
国
民
が
何
か
お
か

し
い
と
思
っ
て
い
る
今
、
政

治
を
変
え
る
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
福
島
と
広
島
の

メ
ー
デ
ー
会
場
の
映
像
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
紹
介
。
福

島
か
ら
は
多
く
の
県
民
の
反

対
や
意
見
書
を
無
視
し
、
漁

業
関
係
者
と
の
約
束
も
反
故

に
し
た
福
島
原
発
の
処
理
水

海
洋
放
出
問
題
に
つ
い
て
の

訴
え
が
あ
り
、
広
島
か
ら
は

感
染
対
策
の
た
め
声
を
出
さ

ず
拍
手
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を
使

っ
て
医
療
の
充
実
や
消
費
税

減
税
、
核
兵
器
廃
絶
の
取
り

組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
の

訴
え
広
が
る

　

団
体
か
ら
の
決
意
表
明
で

は
、
東
京
医
労
連
女
性
部
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ッ
ピ
を
着

て
登
壇
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
現
場
は
全
力
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
看
護
師
を
送
っ
て

い
る
余
裕
は
な

い
こ
と
、
医
療

提
供
体
制
の
抜

本
的
な
改
革
が

必
要
な
今
、
統

廃
合
を
含
む
ベ

ッ
ド
削
減
の
動

き
を
国
民
的
な

運
動
で
止
め
、

い
の
ち
と
健
康

を
守
ろ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
、「
労

働
組
合
に
入
っ

て
、
仲
間
と
一

緒
に
声
を
あ
げ

暮
ら
し
の
底
上

げ
を
」と
、全
国

一律
最
賃
音
頭
の
歌
と
踊
り
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

各
地
の
メ
ー
デ
ー
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
が
広
が
り
、

北
海
道
労
連
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
メ
ー
デ

ー
を
３
部
構
成
で
ラ
イ
ブ
配

信
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

ベ
ア（
賃
上
げ
）を
！
」
の
要

求
を
掲
げ
北
海
道
勤
医
労
で

行
わ
れ
た
医
療
従
事
者
１
２

０
０
人
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い

て
の
組
合
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
、 

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

を
使
っ
た
「
＃
１
０
０
日
後

に
一
揆
す
る
看
護
師
」
ア
ク

シ
ョ
ン
を
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
拡
散

な
ど
で
、
社
会
に
訴
え
続
け

る
重
要
性
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
と

は
企
業
の
業
績
が
好
転
し

た
時
や
、
社
会
的
に
景
気

が
上
向
き
と
判
断
さ
れ
た

時
に
与
え
ら
れ
る
「
特
別

手
当
」
の
こ
と
で
す
。
す

な
わ
ち
賞
与
（
ボ
ー
ナ

ス
）
と
は
あ
く
ま
で
企
業

側
の
都
合
に
よ
る
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

一
方
、
一
時
金
と
は
労

働
者
の
生
活
の
た
め
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
の
後
払
い

の
こ
と
で
す
。
企
業
の
業

績
に
関
係
な
く
、
労
働
者

の
生
活
の
た
め
に
夏
季
と

年
末
と
年
度
末
に
支
払
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　

同
じ
も
の
で
も
、
立
場

に
よ
っ
て
呼
称
が
違
い
、

そ
の
意
味
合
い
も
違
っ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
ボ

ー
ナ
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
労
使
間

の
力
の
差
が
出
て
い
る
証

拠
だ
と
思
い
ま
す
。
経
営

者
は
自
分
た
ち
の
都
合
の

良
い
賃
金
の
支
払
い
方
を

し
ま
す
が
、
私
た
ち
労
働

組
合
は
言
葉
の
違
い
を
し

っ
か
り
理
解
し
、
収
益
に

関
係
な
く
一
時
金
は
支
払

わ
れ
て
当
然
の
モ
ノ
で
あ

る
と
言
い
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
徳
島
厚

生
連
病
院
で
は
、
他
県
に

比
べ
一
時
金
の
割
合
が
高

か
っ
た
事
も
あ
り
、
年
間 

０
・
53 

ヶ
月
＋
一
律
部
分 

２
５
０
０
円
を
基
本
給
に

組
み
込
ん
だ
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
ま
さ
し
く
一
時
金

は
給
与
と
同
じ
で
あ
る
と

会
側
が
認
め
た
事
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た

上
で
一
時
金
交
渉
に
臨
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

101周年メーデー全国配信

　メーデーは1886年５月１日、アメ
リカ・シカゴを中心に８時間労働制
を求めて労働者がストライキで立ち
上がったのが始まりです。
　全労連YouTube「メーデー見え
る化」チャンネルでは世界のメーデ
ーの歴史から日本のメーデーの現在
に至るまで、またコロナ禍での労働
組合の運動の様子
が動画で紹介され
ています。ぜひチ
ェックしてみてく
ださい。

ハノーバー庭園で行われた広島メーデーの様子

北海道メーデー、ストライキ参加者へインタビュー

　

賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
と
一
時
金
は
、
同
じ
も

の
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
呼
び
方
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
徳
厚
労
「
21
春
闘
学
習
資
料
」
か
ら
、

経
営
者
・
労
働
者
の
立
場
に
よ
っ
て
な
ぜ
呼
び

方
が
違
う
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

労
働
組
合
の「
な
ぜ
？
」

労
働
組
合
の「
な
ぜ
？
」

賞
与
と
一
時
金

組合見える化組合見える化組合見える化

メーデーってなに？メーデーってなに？　４月号３面の賛同議
員一覧の中で、岡本充
功議員の所属政党を
「国民」と表記していま
したが、「立憲」の間違
いでした。訂正して深
くお詫びいたします。

【訂正とお詫び】

（3） 2021年５月20日 第490号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年５月20日 第490号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　

13
名
の
党
派
別
内
訳
は
自

民
２
、
立
憲
７
（
内
秘
書
１
）、

共
産
３
、
国
民
１
で
す
。

　

義
家
弘
介
議
員
（
自
民
・

神
奈
川
16
区
）
は
、「
厚
生

連
病
院
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
に

つ
い
て
は
、
昨
年
２
月
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号

か
ら
の
貢
献
に
感
謝
し
て
い

る
。
こ
の
間
も
知
事
、
市
長

を
通
じ
て
十
分
な
対
応
を
求

め
て
き
た
。
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
で
あ
り
、
も
っ
と

多
く
の
議
員
に
実
情
・
実
態

を
訴
え
る
べ
き
だ
」
と
こ
ち

ら
に
発
破
を
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
村
伸
子
議
員
（
共
産
・

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
は
、「
私

の
生
ま
れ
育
っ
た
地
に
も
厚

生
連
が
あ
る
。
担
当
４
県
全

て
に
厚
生
連
病
院
が
あ
っ
て
、

地
域
医
療
に
非
常
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に

改
め
て
感
謝
し
て
い
る
。
現

場
の
問
題
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
木
雄
一
郎
議
員
（
国

民
・
香
川
２
区
）か
ら
は
、「
滝

宮
病
院
に
は
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
農
水
担
当

も
し
て
い
る
の
で
農
協
法
の

規
制
問
題
に
つ
い
て
は
、
国

会
質
問
も
し
て
い
き
た
い
。

今
後
と
も
情
報
が
あ
れ
ば
伝

え
て
欲
し
い
」
と
お
願
い
さ

れ
ま
し
た
。

　

青
山
大
人
議
員
（
立
憲
・

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
茨
城
６

区
）
と
は
、
厚
労
省
の
「
４

２
４
病
院
リ
ス
ト
」
に
も
入

っ
て
お
ら
ず
、
地
域
医
療
構

想
で
も
基
幹
病
院
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
「
な
め

が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」

が
赤
字
を
理
由
に
縮
小
・
入

院
停
止
に
な
っ
て
い
る
経
過

も
説
明
し
、「
自
分
も
土
浦

協
同
病
院
で
生
ま
れ
、
家
族

も
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
形
で
支
援

し
て
き
た
が
、
厚
生
連
の
役

割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
力

を
尽
く
し
た
い
。
困
っ
た
こ

と
は
何
で
も
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

志
位
和
夫
議
員
（
共
産
・

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、「
公

立
公
的
医
療
機
関
が
、
不
採

算
部
門
を
担
っ
て
地
域
医
療

を
支
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

減
収
補
填
含
め
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
は
当
然
。
農
協
法

の
規
制
に
つ
い
て
も
、
人
件

費
を
抑
え
て
い
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
は
問
題
で
、

改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
前
号
で
紹
介
し

た
議
員
の
他
に
も
日
吉
雄
太

議
員
（
立
憲
・
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
・
静
岡
７
区
）
や
、
畑
野

君
枝
議
員
（
共
産
・
南
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
神
奈
川
10
区
）、

本
多
平
直
議
員
（
立
憲
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
も
懇
談

し
ま
し
た
。
な
お
議
員
懇
談

の
最
新
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

福
厚
労
は
、
５
月
９
日
に

菅
家
一
郎
氏（
自
民
）と
、
５

月
16
日
に
小
熊
慎
司
氏（
立

憲
）と
直
接
懇
談
。
逼
迫
し

て
い
る
医
療
・
介
護
現
場
の

実
態
や
、
オ
リ
パ
ラ
へ
の
看

護
師
５
０
０
名
の
要
請
問
題
、

農
協
法
「
固
定
比
率
」
の
縛

り
問
題
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
・
職
場
環
境
・
職
員
を

守
る
趣
旨
に
２
人
と
も
理
解

を
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

地
元
の
食
の
話
で
盛
り
上
が

り
、
終
始
気
さ
く
に
対
応
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

菅
家
氏
は
「
厚
生
連
病
院

を
守
る
の
で
困
っ
た
事
が
あ
れ

ば
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
」と
話

さ
れ
、
小
熊
氏
は
医
療
・
介

護
従
事
者
に
お
い
て
家
族
を

含
め
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
応
に
つい
て
の
考
え

な
ど
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
医
労
連
な
ど
で

取
り
組
む
「
い
の
ち
署
名
」

へ
の
賛
同
と
紹
介
議
員
を
快

諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

政
策
を
変
え
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
議
員
要
請
は
必
要

で
あ
り
、「
賛
同
す
る
議
員

が
増
え
れ
ば
変
わ
る
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
」「
行
動
す
れ
ば

変
え
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

く
」
と
感
じ
ま
し
た
。

（
福
厚
労　

齋
藤
文
子
）

　

全
厚
労
は
３
月
末
か
ら「
公
的
病
院
等
に
対
す
る
公
的
財
政
支
援・診
療
報
酬
改
善
」を
求

め
て
国
会
議
員
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。５
月
15
日
ま
で
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
で
少
し
ず
つ
で
す

が
、懇
談
可
能
と
の
回
答
を
得
た
25
名
に
対
し
13
名
の
議
員
と
直
接
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ａ
．休
憩
時
間
に
働
い
た
時
間
は
、

労
働
時
間
で
あ
り
、使
用
者
は

そ
の
分
、所
定
時
間
外
労
働
と

し
て
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。管
理
者
は
ま
ず
休

憩
時
間
を
取
れ
る
よ
う
に
時
間

管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ――

労
基
法
34
条
で
は
、１
日

の
労
働
時
間
が
６
時
間
を
越

え
る
場
合
に
は
45
分
間
、８
時

間
を
越
え
る
と
き
に
は
少
な
く

と
も
１
時
間
を
休
憩
時
間
と

し
て
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。通
常
は
所
定
労
働
時
間
が

７
時
間
半
で
も
、残
業
で
８
時

間
を
越
え
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、常
勤
で
は一般
的
に

１
時
間
休
憩
の
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。労
基
法
34
条
違
反

は
、６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
で
労
基

法
で
は
重
い
方
の
罰
則
で
す
。

　
詳
細
な
説
明
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
全
厚

労
Ｈ
Ｐ
を
参

照
し
て
下
さ

い
。

お
昼
休
憩
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！

お
昼
休
憩
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
５
回

Ｑ
．
お
昼
の
休
憩
時
間
は
１
時
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
業
務
が
忙
し
く
、
30
分
取
る
の
が
や
っ
と
で
す
。

残
り
の
30
分
の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

国会議員からの
メッセージ
（最新情報）

福
島・地
元
事
務
所
で
も
懇
談

地域支える病院に

「♪まだまだ足りない最低賃金」全国一律最賃音頭を踊る東京医労連女性部の皆さん

日本の医師不足と低医療費政策の問題を訴える本田宏さん

義家弘介議員（自民・神奈川16区）

玉木雄一郎議員（国民・香川2区）

青山大人議員（立憲・比例北関東・茨城6区）

志位和夫議員（共産・比例南関東）

菅家一郎議員（自民・福島4区）

小熊慎司議員（立憲・比例東北・福島4区）

 本村伸子議員（共産・比例東海）

「
い
の
ち
署
名
」に
も
賛
同

「
い
の
ち
署
名
」に
も
賛
同

与野党議員から感謝の声与野党議員から感謝の声与野党議員から感謝の声
（続報）国の支援国の支援国の支援を

各
地
と
映
像
で

繋
が
る

　

５
月
１
日
、
第
92
回
メ
ー

デ
ー
が
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

下
の
東
京
で
は
、
中
央
メ
ー

デ
ー
が
代
々
木
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
出
演
者
お
よ
び
実

行
委
員
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
行

わ
れ
、
集
会
の
様
子
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
全
国
へ
ラ
イ

ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
メ
ー
デ
ー
で
は
、
外

科
医
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制

度
研
究
会
副
理
事
長
の
本
田

宏
さ
ん
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。

労
働
や
生
活
、
教
育
や
医
療

も
す
べ
て
政
治
に
繋
が
る
こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
ピ
ン
チ

で
多
く
の
国
民
が
何
か
お
か

し
い
と
思
っ
て
い
る
今
、
政

治
を
変
え
る
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
福
島
と
広
島
の

メ
ー
デ
ー
会
場
の
映
像
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
紹
介
。
福

島
か
ら
は
多
く
の
県
民
の
反

対
や
意
見
書
を
無
視
し
、
漁

業
関
係
者
と
の
約
束
も
反
故

に
し
た
福
島
原
発
の
処
理
水

海
洋
放
出
問
題
に
つ
い
て
の

訴
え
が
あ
り
、
広
島
か
ら
は

感
染
対
策
の
た
め
声
を
出
さ

ず
拍
手
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を
使

っ
て
医
療
の
充
実
や
消
費
税

減
税
、
核
兵
器
廃
絶
の
取
り

組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
の

訴
え
広
が
る

　

団
体
か
ら
の
決
意
表
明
で

は
、
東
京
医
労
連
女
性
部
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ッ
ピ
を
着

て
登
壇
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
現
場
は
全
力
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
看
護
師
を
送
っ
て

い
る
余
裕
は
な

い
こ
と
、
医
療

提
供
体
制
の
抜

本
的
な
改
革
が

必
要
な
今
、
統

廃
合
を
含
む
ベ

ッ
ド
削
減
の
動

き
を
国
民
的
な

運
動
で
止
め
、

い
の
ち
と
健
康

を
守
ろ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
、「
労

働
組
合
に
入
っ

て
、
仲
間
と
一

緒
に
声
を
あ
げ

暮
ら
し
の
底
上

げ
を
」と
、全
国

一律
最
賃
音
頭
の
歌
と
踊
り
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

各
地
の
メ
ー
デ
ー
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
が
広
が
り
、

北
海
道
労
連
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
メ
ー
デ

ー
を
３
部
構
成
で
ラ
イ
ブ
配

信
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

ベ
ア（
賃
上
げ
）を
！
」
の
要

求
を
掲
げ
北
海
道
勤
医
労
で

行
わ
れ
た
医
療
従
事
者
１
２

０
０
人
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い

て
の
組
合
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
、 

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

を
使
っ
た
「
＃
１
０
０
日
後

に
一
揆
す
る
看
護
師
」
ア
ク

シ
ョ
ン
を
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
拡
散

な
ど
で
、
社
会
に
訴
え
続
け

る
重
要
性
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
と

は
企
業
の
業
績
が
好
転
し

た
時
や
、
社
会
的
に
景
気

が
上
向
き
と
判
断
さ
れ
た

時
に
与
え
ら
れ
る
「
特
別

手
当
」
の
こ
と
で
す
。
す

な
わ
ち
賞
与
（
ボ
ー
ナ

ス
）
と
は
あ
く
ま
で
企
業

側
の
都
合
に
よ
る
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

一
方
、
一
時
金
と
は
労

働
者
の
生
活
の
た
め
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
の
後
払
い

の
こ
と
で
す
。
企
業
の
業

績
に
関
係
な
く
、
労
働
者

の
生
活
の
た
め
に
夏
季
と

年
末
と
年
度
末
に
支
払
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　

同
じ
も
の
で
も
、
立
場

に
よ
っ
て
呼
称
が
違
い
、

そ
の
意
味
合
い
も
違
っ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
ボ

ー
ナ
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
労
使
間

の
力
の
差
が
出
て
い
る
証

拠
だ
と
思
い
ま
す
。
経
営

者
は
自
分
た
ち
の
都
合
の

良
い
賃
金
の
支
払
い
方
を

し
ま
す
が
、
私
た
ち
労
働

組
合
は
言
葉
の
違
い
を
し

っ
か
り
理
解
し
、
収
益
に

関
係
な
く
一
時
金
は
支
払

わ
れ
て
当
然
の
モ
ノ
で
あ

る
と
言
い
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
徳
島
厚

生
連
病
院
で
は
、
他
県
に

比
べ
一
時
金
の
割
合
が
高

か
っ
た
事
も
あ
り
、
年
間 

０
・
53 

ヶ
月
＋
一
律
部
分 

２
５
０
０
円
を
基
本
給
に

組
み
込
ん
だ
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
ま
さ
し
く
一
時
金

は
給
与
と
同
じ
で
あ
る
と

会
側
が
認
め
た
事
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た

上
で
一
時
金
交
渉
に
臨
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

101周年メーデー全国配信

　メーデーは1886年５月１日、アメ
リカ・シカゴを中心に８時間労働制
を求めて労働者がストライキで立ち
上がったのが始まりです。
　全労連YouTube「メーデー見え
る化」チャンネルでは世界のメーデ
ーの歴史から日本のメーデーの現在
に至るまで、またコロナ禍での労働
組合の運動の様子
が動画で紹介され
ています。ぜひチ
ェックしてみてく
ださい。

ハノーバー庭園で行われた広島メーデーの様子

北海道メーデー、ストライキ参加者へインタビュー

　

賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
と
一
時
金
は
、
同
じ
も

の
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
呼
び
方
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
徳
厚
労
「
21
春
闘
学
習
資
料
」
か
ら
、

経
営
者
・
労
働
者
の
立
場
に
よ
っ
て
な
ぜ
呼
び

方
が
違
う
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

労
働
組
合
の「
な
ぜ
？
」

労
働
組
合
の「
な
ぜ
？
」

賞
与
と
一
時
金

組合見える化組合見える化組合見える化

メーデーってなに？メーデーってなに？　４月号３面の賛同議
員一覧の中で、岡本充
功議員の所属政党を
「国民」と表記していま
したが、「立憲」の間違
いでした。訂正して深
くお詫びいたします。

【訂正とお詫び】

（3） 2021年５月20日 第490号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年５月20日 第490号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
号
の
答
え
は
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
で
、

当
選
倍
率
は
３
・
４
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　

つ
ぶ
や
き
の
原

稿
を
依
頼
さ
れ

「
何
を
つ
ぶ
や
け

ば
良
い
ん
だ
」
っ

て
つ
ぶ
や
い
て
い

た
自
分
が
い
た
。

そ
う
い
え
ば
コ
ロ

ナ
禍
に
入
っ
て
か

ら
人
と
会
う
機
会

が
め
っ
き
り
減
り

ひ
と
り
つ
ぶ
や
く

こ
と
が
以
前
よ
り

増
え
た
よ
う
な
気

が…

。
近
頃
は
、

い
つ
に
な
っ
た
ら
旅
行
や
会

食
な
ど
楽
し
め
る
日
が
や
っ

て
来
る
だ
ろ
う
と
つ
ぶ
や
い

て
い
る
自
分
が
い
る
。
つ
ぶ

や
く
こ
と
っ
て
意
外
と
多
い

ん
だ
な
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　

 （
Ｏ
Ｇ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　こんにちは。秋厚労で中央執行委員と病院
の支部長を務めている塚本泰弘です。精神科
病棟で看護師として勤務しております。
　組合活動を通して新しい事を知った時や、
自分の発言が取り上げられた時はやりがいを
感じます。若い人からはまだ「組合って何？」
「何をやっているの？」という声も聞かれます。
今は感染対策で思うような活動もできません
が、組合活動の楽しさを伝えていきたいと考
えております。機会がありましたら全厚労の
会議・集会にも参加したいと思っております
のでよろしくお願いします。

　岐阜県からは田口学さんを紹介します。
　田口さんは８支部（令和３年４月現在）
からなる岐厚労の中央執行委員長です。
団体交渉では、巧みな話術で会側から言
質をとったり、文句ばかり言う組合員を
説き伏せたりできるちょっとクールなイ
メージの人です。
　病院では感染管理認定看護師を肩書に
活動しており、近年稀にみる大活躍をし
ています。新型コロナ対応では土日夜間
を問わず仕事をし、合間を縫って組合活
動を行い、家庭では子供３人を育てるイ
クメンな田口さんを、これからもよろし
くお願いいたします。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第163回は秋田と岐阜にお願い
しました。

頑張る仲間

秋田　塚本泰弘さん

岐阜　田口学さん

　
桜
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
。

春
に
な
る
と
何
故
か
心
が
躍
る
の
で
す

が
、
息
子
が
進
学
で
旅
立
つ
の
で
寂
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
目
一
杯
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。                                  
（
秋
田
）

―
―
今
年
は
例
年
よ
り
桜
開
花
が
早
く

あ
っ
と
い
う
間
に
散
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
桜
で
は
な
く
コ
ロ
ナ
が

散
っ
て
無
く
な
れ
ば
い
い
の
に
。

春
闘
ス
タ
ー
ト
で
幸
あ
れ
！              

（
Ｋ
Ｕ
）

　
厚
生
連
を
一
度
離
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
が
、
離
れ
て
み
て
、
厚
生
連
の
良
さ

が
し
み
じ
み
わ
か
り
ま
し
た
。
縁
あ
っ

て
、
ま
た
勤
め
て
お
り
ま
す
が
、
や
は

り
頼
り
に
な
る
組
合
の
方
々
に
は
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。               

（
北
海
道
）

―
―
私
は
労
働
組
合
に
携
わ
っ
て
か
ら

厚
生
連
の
良
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

厚
生
連
に
復
職
さ
れ
た
こ
と
を
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 （

Ｏ
Ｇ
）

　
い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
新
人
も
入
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の

丸
一
年
は
歓
迎
会
な
ど
の
開
催
が
で
き

ず
少
し
可
哀
相
で
す
。
一
生
懸
命
だ
っ

た
新
人
の
時
代
を
思
い
出
し
、
負
け
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
教
育
側
に
立
っ

て
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  （
富
山
）

―
―
そ
う
だ
よ
ね
ー
。
新
人
時
代
。
失

敗
を
良
い
思
い
出
に
変
え
て
く
れ

た
先
輩
に
、
今
度
、
あ
り
が
と
う

っ
て
言
っ
て
み
ま
す
。     （
Ｈ
Ｔ
）

　
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
一
色
に
関
心
が
傾

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
厚
労
ニ
ュ

ー
ス
の
通
り
東
日
本
大
震
災
や
原
発
問

題
、
核
兵
器
問
題
な
ど
今
ま
で
行
っ
て

き
た
活
動
が
解
決
し
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
活
動
を

継
続
し
て
い
た
だ
け
る
組
合
に
は
日
々

頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
今
後
も
協
力

し
ま
す
の
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！                          

（
三
重
）

―
―
そ
う
、
コ
ロ
ナ
に
隠
れ
て
、
個
人

情
報
を
国
に
集
中
さ
せ
る
デ
ジ
タ

ル
庁
設
置
法
や
改
憲
に
向
け
た
国

民
投
票
法
も
Ｇ
Ｗ
明
け
に
衆
議
院

で
成
立
し
て
、
イ
ヤ
〜
な
動
き
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。 　

    （
Ｍ
Ｔ
）

落雷・風水害・雪害も保障
　医労連共済の火災共済は、築年数・地域を問わずに、全焼で
も新築再建費用を保障する「再取得価額制度」が最大のメリッ
ト。中古住宅の購入や新築購入後10年経過などで保険更新する
時は、医労連共済を検討してください。増えてきている風水害
や、落雷、雪害などの自然災害も保障されます。また火災共済
に加入していれば「地震特約」を付加でき、さらに安心です。

火災共済で安心火災共済で安心火災共済で安心

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。
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